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今から 10年後には、９割の人が 70歳を超え、20年

後は７割が 80歳を超え、そして今の日本では 80歳を

超えた人は平均 89歳まで生きますので、30年後には

85 歳以上が１千万人を超えまして日本最大の勢力と

なるのです。 

日本は今、世界の中で例を見ないスピードで高齢化

が進んでいくという問題が起きているのです。現役が

どんどん減っていって子どもが際限なく減っていくこ

とが最大の問題です。子どもが減り続けたら日本とい

う国が消滅してしまう。どうしたらいいでしょうか？ 

冒頭、私がお見せしたとおり、日本国内のお店の売

り上げはいくら品物を並べてもまったく増えない。い

つから減っているのか。実は現役の人口が減りだした

96年をピークに減っているのです。働く若い人がどん

どん減る中で、対策は限られてきます。 

 

 ３つの対策 

 

ここに書いた３つが対策です。①若者の給料を上げる。

②女性の給料を上げる。③イタリアやフランスのように、

少しでも女性が買う気になる商品を女性が経営して作る。

③は結構、京都はやっていますね。②は今ようやく始ま

ったところです。①は弱いかなという感じがしますが。 
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日本で起きていることは国際競争ではなく、高齢化と

いうことです。大都市がどんどん高齢化し、現役がどん

どん減っている。つまり、消費者がいなくなっているの

です。その対処法は、消費する人間にお金と時間を与え

るということ。これを「ワーク・ライフ・バランス回復」

と言います。若い人は、給料が安い上に深夜まで売れな

い商品を売るために働いている。しかし人口が減ってい

るから、いくらやっても売れない。そうすると、ますま

す給料が上がらない。ダブルパンチでどんどん子どもが

減っているのです。 

ある企業が、東京の20代の人に「お金があったら何を

したいですか？」という調査をしました。１位は何だっ

たでしょう？今の東京の20代がお金があったら一番した

いことは、「結婚」でした。お金がないので結婚もでき

ない。そういう状況では子どもも生まれない。 

ワーク・ライフ・バランスがめちゃくちゃに崩れてい

るのです。もっと女性も働いて、夫婦でこの安い給料を

補い合えるようにして、かつ、家事は年寄りが分担し、

そして企業は、安い物を大量に作って競争するのではな

く、イタリアやフランスがやっているように、値上げし

ても売れる商品を、もっともっと増やしていくというこ

とです。 

日本には働いていない女性は全女性の55パーセントい

らっしゃいます。専業主婦だけで１千７百万人。この中

に働きたい方が結構います。大まかな数字ですが、専業

主婦の３人に１人、「働きたい」と思っている人が働くだ

けで、５百万人の働く人口が増えたことになるのですね。 

 

 女性の就業率と出生率 

女性が働くと人口が減るのではないか、どう思いま

すか？女性が働いている県は子どもが生まれていない

のでしょうか？ 

20代、30代の女性がフルタイムで働いている県と、

あまり働いていない県は実に２倍ぐらい差があります。 

日本の都道府県をグラフにまとめてみますと、若い

女性が働いている率が高いほど右にいくのですが、一

番女性が働いている県が山形で、次が島根。女性が働

いている県の出生率は高いですね。それで、女性が働

いておらず子どもも生まれていない県は東京が最低で、

その次は京都です。 

 

女性が働くと子どもが減るというのはまったくの思

い込みですね。実際には女性が働くと保育所を利用で

きる分、子育てがしやすくなる上、ダブルインカム（共

働き）なので、１人で我慢していた人が２人目を持と

うかと、子どもを我慢していた人が産んでみようかと

増えていくので、当然子どもが増えていくわけです。 
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 地域活性化の鍵 

 

女性が経営するべきです。日本の女性はすでに教育

を受けているし、福祉も受けるわけですし、年金の払

い込みが増えるだけで何も問題ないです。 

ところが、やれないのです。それには理由が２つあ

ります。 

男性側の問題から先に言うと、ごく一部の男性です

けれど、「お前は男だろ」と育てられすぎ、「俺は男

だ」と考えすぎる人がいます。しかし、世の中の半分

は男性ですから、あまり差がつかない。それで、横に

いる女性を、「お前、女だろ」と見下すような非常に

不幸な物の考え方をする人間が、一部の男性に存在し

ます。 

 

 

 

 

女性側にも問題がありますね、これは一部だと言い

たいところですが、結構多いです。男性の後ろに回り、

なるべく表に立つまいとする、これはものすごくまず

いです。女の人に成功する人が相対的に少ないのは理

由があって、失敗する人が少ないからです。男性でも、

女性でも、何かにチャレンジして成功する人は、10人

に１人ぐらいしかいないものです。だから、女性が９

人失敗しないと１人成功する女性が出て来ないのです。 

どんどん失敗する女性を増やそうということです。

どんどん表に出てきて、失敗を怖れずに頑張る人が増

えないとダメなのです。 

でも一つ、大問題があります。そうやって女性が働

くのはいいけれど、家事は誰がやるのか。 

若い女性が仕事へ働きに出て、退職年齢に達した世

代が家事を引き受ける。時間があまったら遊んでいた

だいて、貯金を地域内できれいに使い切っていただき

たい。あなたが貯金を使うと雇用が残る、遊ぶと文化

が残るのです。そして何よりあなたが家事を引き受け

ると、手本が残る。 
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亡くなる時に愛され、惜しまれるということが人生

の最大の目標だと思いませんか？ それはどこから来

るかといいますと、男性の家事参加から来るのです。

企業でバリバリやっていた人がさっさと家事やって、

ちょっと雇われてお手伝いに行くとか。なぜか頼むと

高齢の男性が来て、すごく要領がいいと。若夫婦はそ

れで働きに行けると、そういうことをどんどん増やす

べきです。物を売る方はやはり、女性が考えた方が売

れる。 

これからは、眠る男性の家事パワー大爆発の時代で

す。そして、女性がどんどん働きに出る。子育てもそ

うですね。やはりおじいちゃんおばあちゃんが育てた

方がちゃんと育ちます。甘やかしたらダメですよ。最

近、甘やかしが多いからいけないですけどね。年寄り

の知恵が子育てと家事に生きる時代こそ、真に豊かな

時代です。これも含めたワーク・ライフ・バランスの

回復。このことが京都の未来を作っていくのです。 

ご清聴ありがとうございました。 

 


